
番 号 規 模 （m ） 遺　 構 遺　 物 地 形 ・土 層 堆 積 状 況

1 12 ×0．7 － －
層 厚 0．6 m 程 の 旧 耕 作 土 と見 ら れ る 灰 褐 色

粘 土 が 連 続 し て 見 られ 、 そ の 下 位 が グ ラ イ

化 し た シ ル 下層 と な る 。 1 m 程 掘 削 し た が 、

地 山 層 は 確 認 で き な か っ た 。

2 12 ×0．7 － －
中 位 に 砂 礫 層 が 見 られ る 以 外 は 、 1 ト レ ン

チ と 同 じ。

3 10 ×0．7 － －
1 ト レ ン チ と 同 じ。

4 － － －
湧 水 の 為 、 掘 削 中 止

5 1 2 ×0．7 －
土 師 質 土 器 片 耕 作 土 下 位 に 旧 耕 作 土 で あ る土 師 質 土 器 片

を含 む 灰 褐 色 粘 土 が 1 m ほ ど連 続 し て 見 ら

れ る。 調 査 範 囲 内 で 、 地 山 層 は 確 認 で き な

か っ た 。

6 1 2 ×0．7 － －
旧 耕 作 土 中 に 砂 礫 層 が 見 ら れ る 以 外 は 、 5

ト レ ン チ と 同 じ

7 1 5 ×0．7 － － 5 ト レ ンチ と 同 じ

8 1 5 ×0．7 － －
5 ト レ ンチ と 同 じ

9 1 2 ×0．7 － －
5 ト レ ンチ と 同 じ

表15　トレンチ一二覧

写真45　8トレンチ　全景 写真46　8トレンチ堆積状況
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県営ため池等整備事業（両地）

（位置と経緯）

調査対象地は、周知の埋蔵文化財包蔵地である樫

谷窯跡に含まれる。周辺には高額窯跡などの辻古窯

址群を構成する須恵器窯跡が点在したいる。

掘削予定範囲に2本のトレンチを設定し包蔵状況

の確認を行った。

（調査の結果及びまとめ）

1、2トレンチともに、堤体盛土の下位に黄褐色

粘土の地山層が見られ、窯体や灰原等の窯跡に関係

した遺構は確認できない。今回の調査対象範囲は、

遺構・遣物が希薄な箇所に相当すると考えられる。

以上の結果から、別図3に示す今回の調査対象範

囲については、文化財保護法に基づく保護措置が終

了したと判断できる。

図37　調査地位置（「観音寺」）

番 号 ・規 模 （m ） 遺　 構 遣　 物 地 形 ・土 層 堆 積 状 況

1 2 0 ×　2 － － 堤 体 盛 土 下 位 に 黄 褐 色 粘 土 の 地 山 層 が 存 在

す る 。 遺 構 ・遣 物 は 確 認 で き な い 。

2 3 0 × 2 － － 1 ト レ ンチ と 同 じ。

表16　トレンチ一覧

写真47　対象地全景 写真48　2トレンチ全景
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因38　トレンチ配置図
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県営ため池等整備事業（政所池）

（位置と経緯）

調査対象地は、周知の埋蔵文化財包蔵地である条

里跡に含まれる。本事業は昨年度からの継続事業で

ある。堤体前面と樋門が設置される箇所にトレンチ

を設定し包蔵状況の確認を行った。

（調査の結果及びまとめ）

1トレンチは、堤体盛土下位に近世期と見られる

耕作土が残存していたが、地山層上面に遺構・遺物

は認められなかった。2トレンチでは、地山層の状

況から、ため池内が築造時に地下げされている可能

性が高いと判断できることから、遺構・遺物ともに

滅失したと見られる。

以上の結果から、別図2に示す範囲については、

文化財保護法に基づく保護措置が終了した。

図39　調査地位置（「高松南部」）

番 号 規 模 （m ） 遺　 構 遺　 物 地 形 ・土 層 堆 積 状 況

1 2 1 × 1 － －
捏 体 内 に 設 定 。 堤 防 盛 土 下 位 に 見 ら れ る 灰

色 粘 土 を 経 て 、 黄 灰 色 粘 土 の 地 山 に 至 る 。

遺 構 ・遺 物 な し。

2 3 6 ×　5 － －
た め 池 内 に 設 定 。 築 造 時 や 汝 藻 の 際 に 地 下

げ さ れ て お り、 地 山 層 で あ る礫 層 が 広 範 囲

に 現 れ る 。 遺 構 ・遺 物 な し。

表17　トレンチ一覧

写真491トレンチ全景 写真50　2トレンチ全景
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図40　トレンチ配置図
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広域農道整備事業（西讃南部地区）

（位置と経緯）

調査対象地は、周知の埋蔵文化財包蔵地である藤

目山古墳群の範囲に含まれる。また、調査対象地東

側には、現況で数基の横穴式石室をもつ円墳が確認

できる。調査対象範囲となる農道建設予定地内には、

墳丘を示す明確な高まりや横穴式石室は確認できな

いものの、周溝や石室の基底部等が残存している可

能性を考慮し、確認調査を実施した。トレンチは、

大幅に地形改変が行われていない丘陵の尾根筋や傾

斜の緩い斜面部を中心に設定した。

（調査の結果及びまとめ）

調査の結果、多くのトレンチにおいて、表土層下

位に地山層である花崗岩盤が現れ、遺構・遺物は確

認できなかった。調査対象地は、古墳群の中でも遺

構が希薄な箇所に該当している可能性が高い。

以上の結果から、今回の調査対象範囲については、

文化財保護法に基づく保護措置が終了したと判断できる。

晴

井

図41調査地位置（「観音寺」）

番 号 規 模 （m ） 遺　 構 遺　 物 地 形 ・土 層 堆 積 状 況

1 24 × 1 － －
丘 陵 の 尾 根 筋 に 設 定 。 地 表 面 下 、 約 0．2 m

の 深 度 で 地 山 層 で あ る 花 崗 岩 盤 に 到 達 す る 。

2 1 2 × 1 － －
丘 陵 頂 部 か ら斜 面 部 に 設 定 。 地 表 面 下 、 約

0 ．2 m の 深 度 で 地 山 層 で あ る 花 崗 岩 盤 に 到

達 す る 。

3 1 5 × 1 － －
丘 陵 斜 面 部 に 設 定 。 地 表 面 下 、 約 0 ．2 m の

深 度 で 地 山 層 で あ る 花 崗 岩 盤 に到 達 す る 。

4 6　× 1 － －
丘 陵 斜 面 部 に 設 定 。 地 表 面 下 、 約 0 ．6 m 深

度 で 地 山 層 で あ る 花 崗 岩 盤 に 到 達 す る 。

5 5　× 1 － －
谷 部 に 設 定 。 地 表 面 か ら、 丘 陵 斜 面 の 流 入

土 を 経 て 、 約 1 m の 深 度 で 地 山 層 の 黄 褐 色

粘 土 に到 達 。

表18　トレンチ一覧
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図42　トレンチ配置図

－56－



写真511トレンチ全景

写真53　2トレンチ全景

写真521トレンチ全景

写真54　3トレンチ全景
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